








「新拓殖学」を創成しよう。

　誰しもが当たり前のように大学に通う今日、高等教育の中心は大学院に移りつつあります。高度技術社会、高
度産業社会、高度成熟社会が真に必要とする人材は大学院を経なければ育成できない、そういう時代がやって
きています。拓殖大学の大学院はその場を提供します。
　私どもは「拓殖」です。拓殖とは「開拓殖民」のことです。開発のフロンティアを切り拓き、この地を新しい物的・
精神的な資産として後世に受け継がれるものとして残す。この事業に全力を注ぐ人材を養成するための組織が
拓殖大学大学院です。
　私的な利益のためだけではなく、何より公的な利益を求め、高い志操と熱い情熱をもって、貧しき国々、虐げ
られし人々のことに思いを寄せ、彼らのために研究を続け行動に打って出る若い人間。私どもの大学院が世に供
給したいのはそういう人材です。
　日本は米国に次ぐ世界で第二の経済力をもち、その優れた技術力は世界に広く知られています。しかし現代
の日本は、この経済力と技術力にふさわしい国際貢献をしているとは思えません。
　世界から深い尊敬と厚い信頼を受け、そうして日本人が高い誇りと矜持をもって生きていくためには「拓殖」
の精神が不可欠です。私はそう確信します。
　私どもは有能で実践的な若い大学院生との「協働」を通じて「新拓殖学」を創造し、これを国の内外に明晰なメッ
セージとして発信したい。その知的リーダーとして諸君が育ってくれることを心から念じています。
　率直にいって「拓殖」は第二次世界大戦後の左派的で偏屈な日本の思潮のなかにあって、「逆風」に吹かれて
きました。しかし時代は明らかに変わりました。今、「拓殖」は豊かな「順風」に恵まれています。
　拓殖精神の根幹をなすのは真正の保守主義です。日本の歴史伝統を正しく継承し、新たな時代のフロンティ
アを拓くわが大学院に、志高き若い学生諸君が一人でも多く参集することを願ってやみません。

　言語教育研究科は、1977年に設立された外国語学部英米語
学科の英語教育、1961年に始まり半世紀にわたる本学の外国
人に対する日本語教育、1969年開始の日本語教師養成の実績
と伝統をふまえ、日本初の「言語教育研究科」という名を冠して
1997年に発足しました。
　言語教育研究科の目的は、このグローバルな、ボーダレス化が
進む世界に不可欠な発信型の言語能力を学習者に身につけさせ
る教育現場に直結した実践的で、かつ科学的な教授法を研究し、
身につけることにあります。このためにできるだけ現場での教育
に生かせるようなカリキュラムと指導体制をしいています。
　博士前期課程（修士）は、英語教育学専攻と日本語教育学専
攻の二専攻に分かれており、先端的な言語教育の知識と指導技
術を身につけた高度な専門的職業人の養成と現職の教員に対す
る再教育などを目指しています。博士後期課程（博士）では、さら
に言語学、言語教育学の研究を進め、それらの研究分野に貢献
できる人材の育成を目指しています。
　現在、英語教育学では、多くの国内の教育現場で活躍する人
材が、日本語教育学では、国内ばかりでなく、海外で活躍する人
材が多数巣立っています。

グローバルでボーダレス化が進む世界で
活躍する言語教育専門家の育成

拓殖大学学長／大学院院長

渡辺利夫

言語教育研究科委員長

石川　守 教授

言語の原理と働きを科学
的に分析する分野。音声
学・音韻学や、文法学、
対照言語学などを扱う。

英語、日本語の
教育法につい
て、 実践的に研
究する分野。教
授法、教材作成
法や評価法を
扱う。

英語、日本語の
音声・音韻・文法・
意味といった言
語要素の特長を
理解するとともに
言語スキルの向
上を図る。

言語をコンピュータで扱うための情報
処理技術やコンピュータを使った言語
教育について研究する。

言語学
理論

高度な知識と
運用能力、
研究開発能力
の育成

言語
運用

言語
教育学

言語情報
処理

　英語教育学専攻は、「英語教育学」「言語学・英語学」「英語コミュニケーション学」の３
つの分野から成ります。「英語教育学」分野では、日本の英語教育について、歴史的観点
からの研究や理論的なアプローチを通じて理解を深め、今後のあるべき姿を探ります。
　「言語学・英語学」分野では、音韻や文法、他言語との比較などを切り口として、言語
としての英語について研究していきます。そして、「英語コミュニケーション学」分野では、
国際理解をキーワードに、広く文化や国際社会についても研究。ITメディアについても理
解を深め、さまざまな角度から英語コミュニケーションの可能性を追求していきます。

多様なニーズに柔軟に対応し、
即戦力の英語教員を養成

　英語教育学専攻は、次の３タイプの志望者を対象に
かいせつされています。
　まず、英語教員志望の学部生に、英語及び英語教育
に関する知識を提供します。教員免許は取得したものの
英語力に不安がある、実際に教壇に立つ際の実践的な
知識やテクニック、理論を身に付けたい、さらには、あ
らゆるレベルの英語教育に対処できる専門知識を強化
したい、といった様々なニーズに柔軟に対応するプログ
ラムです。
　多忙な現役の英語教員のニーズにも応え、夜間科
目が開講され、社会人も考慮した時間割が組まれて
います。

　英語圏における留学制度が充実しており、英語力を格段に伸ばす機会を得
ることが可能です。
　例えば、短期研修（4週間）、交換留学（約1年間、現地での学費免除、奨学
金有り）、派遣留学（約1年間、現地での学費免除、渡航費支給、生活費の一
部を支給）があります。語学留学のみならず、現地の学生と一緒に大学の正規
授業を履修することも可能です。

留学制度

■ 尾崎　茂  英語教育学専攻主任・教授
 外国語教育における国際理解教育、テスト波及効果
■ 塩崎　智  教授
 米国における日本人留学生の資料調査
■ 見上　晃  教授
 コンピュータを利用した音声英語教育
■ 茂住 實男  教授
 文科省中等学校教員検定試験英語科
■ 長尾 素子  教授
 コミュニケーション理論を応用した英語教育
■ 山田 政通  教授
 否定発話が談話中で果たす機能の分析
■ 渡辺　勉  教授
 英語の発音と文法の指導
■ 狩野 紀子  准教授
 情報収集・分析・統合・発信能力を育成する英語教授法
■ 長谷川 文子  准教授
 第二言語習得における学習者要因
■ 浅井 澄民  准教授
 中国語学（文法・語史・方言）

専任教員の研究テーマ

強勢移動が起こる語の特徴について －LDOCEを資料として－ 
黒人英語の特徴 －スタンダード英語との対照比較－ 
Communicative Language Teaching in Japanese Universities 
－From the Aaspects of Problems and Proposals－ 
異文化理解教育 －外国人・帰国児童生徒の異文化間コミュニケ－ションと異文化適応－ 
Ability Grouping:Learners' and Teachers' Perceptions at a Japanese University 
The Effects of Visual Information on Listening Comprehension of University Students 
How Communication Styles Affect English Language Education in Japan
－Comparing Japanese and American Communication Styles in English Classrooms－
テスティング理論に基づくテスト作成工程の考察 －高校における定期試験の再構築－ 
高等学校英語教科書と大学入試センター試験の語彙の比較研究 
高齢者英語教室のための授業設計 Action Researchの手法を用いて 
An Effective Method of Vocabulary Acquisition through Word-formation 

小学校における英語教育 －国際理解推進の立場から－　 
高等学校における英文読解についての考察 －相互教授による新しい授業の試み－ 
Cross-Cultural Rapport Management  

中国の小学校英語授業における線画の利用

修士論文の主なタイトル

英語教育学専攻主任  尾崎　茂 教授

英語教育学専攻  （博士前期課程） 入学定員 8名 日本語教育学専攻  （博士前期課程） 入学定員 8名

履修単位と学位
博　士　前　期　課　程

履修要件

研究指導 修士論文作成

所属分野

関連選択

各分野共通

６単位以上

各６単位以上

２単位以上
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究
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語
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学
）
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計
30
単
位
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筆記試験の免除
　英語教育学専攻志願者で現職の英語教員の場合、書類審査と口頭試問の
み実施します。
　現職の英語教員以外は、書類審査、筆記試験および口頭試問を総合して行
うが、英検1級以上、TOEIC 700点以上、TOEFL PBT 500点（CBT 173
点  iBT 61点）以上のいずれかを取得している者は、筆記試験を免除する。

入試制度

英語教育学専攻　博士前期課程授業科目と担当教員

※必要な教育指導を受けた上、課程修了に必要な単位数は３０単位以上とする。

教育研究分野

英語教育学

英語教育学特論Ⅰ（英語教育論）　
英語教育学特論Ⅱ（英語学習論）　
英語教育学特論Ⅲ（英語教育方法論）
英語教育学特論Ⅳ（英語教育教材論）
英語教育学特論Ⅴ（英語授業論）　
英語教育学特論Ⅵ（英語教育史論）
言語学特論　（対照言語学）　　　
英語学特論Ⅰ（英語文法論）　　　
英語学特論Ⅱ（英語史）　　　　　
英語学特論Ⅲ（英語音韻論）　　　
英語学特論Ⅳ（英語意味論）　　　
英語学特論Ⅴ（英語語用論）　　　
英語コミュニケーション特論Ⅰ
（コミュニケーション論）　　　　　　　　
英語コミュニケーション特論Ⅱ
（異文化・国際理解教育論）　　　
英語コミュニケーション特論Ⅲ
（日英比較表現論）　　　　　　　
英語コミュニケーション特論Ⅳ
（視聴覚教育・ＣＡＬＬ）　　　　
英語コミュニケーション特論Ⅴ
（教材作成）　　　　　　　　　　
英語コミュニケーション特論Ⅵ
（第二言語習得）　　　　　　　　
英語運用能力特殊研究Ⅰ　　　　　
英語運用能力特殊研究Ⅱ
音声学・音韻論特論
言語情報処理特論
言語情報処理研究（ＣＡＬＬ研究）
文教政策
中国語学特論
中国語学特殊研究
スペイン語学特論
スペイン語学特殊研究
英語教育学特別演習
言語学・英語学特別演習
英語コミュニケーション学特別演習

茂住 實男  教授　　
尾崎　 茂  教授
狩野 紀子  准教授
日臺 滋之  講師　
竹中 龍範  講師　
茂住 實男  教授　　
室松 慶子  講師　
室松 慶子  講師　
児馬　 修  講師　
渡辺　 勉  教授　
山田 政通  教授　
山田 政通  教授　

長尾 素子  教授　
　　　　　　　　
尾崎　 茂  教授　
　　　　　　　　
塩崎　 智  教授
　　　　　　　　
見上　 晃  教授
　　　　　　　　
見上　 晃  教授
　　　　　　　　
長谷川 文子  准教授

長尾 素子  教授　
狩野 紀子  准教授
渡辺　 勉  教授
高橋 敏夫  教授
見上　 晃  教授
未　定
浅井 澄民  准教授
平山 邦彦  准教授
瓜谷　 望  教授
松下 直弘  教授

指導教授全員
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言語学
・

英語学

英       語
コミュニケーション学

各分野共通

特別演習
（論文指導）

授業科目 担当教員単位

　日本語教育学専攻は、日本語を言語学的視点から研究する「言語学・日本語学」、日
本語教育を理論面から研究すると同時に実践的な技術習得を目指す「日本語教育」、そし
て言語の背景にある文化・社会について深める「日本文化・比較文化」という３つの柱
を中心にカリキュラムが編成されています。また、修士論文に関しては「特別演習」を設
けて、完成度の高い論文の作成を目指します。さまざまなニーズに柔軟に対応するカリ
キュラムと時間割および入試制度で、多様な学生を受け入れ、専門家を育成しています。

多文化共生に貢献する日本語の
専門家を養成

　日本語教育学専攻は、日本語･日本語教育のスペ
シャリスト育成をめざしています。
　特色は、各自の研究テーマを中心に、それに関連す
る広い分野から関心に応じて授業科目を選択できるカ
リキュラム編成、少人数制の講義・演習、そして日本
人や留学生、学部新卒者から現職日本語教師・社会
人まで、多様な背景をもつ学生同士の活発な議論と交
流。長い歴史を持つ拓殖大学日本語教育の伝統と、新
しい学問の知見との融合をはかっています。
　研究者や教師として、日本はもとより、ベトナム、イ
ンド、韓国、台湾、エジプト等、世界各国で活躍する人
材を輩出しています。

オノマトペを通じた語感調査ならびに語感指導の提案
 －韓国人日本語学習者を対象に－ 

動作文の実演・想像・音読・視認による記憶の違い
 －外国人留学生の場合を中心に－ 

日本語とミャンマー語のポライトネスに関する対照研究 
色彩語に関する日中対照研究
 －基本色彩語「しろ・くろ・あか・あお」を中心に－ 

日本語の「否定疑問文」についての考察 
外国人労働者の日本語習得について
 －制約のある環境の中でどう支援するか－ 

グルジア語と日本語に於ける無声破裂音の相違点に関して
 －日本語学習者及びグルジア語学習者を中心として－ 

可能の意味を含む有対自動詞の習得研究
 －台湾人日本語学習者の場合－ 

日本語「出る」と中国語「出」の対照意味分析 
日本語の格助詞「二」と「デ」の用法の違いについて 
人称詞における待遇度について
 －日中対照を中心に－ 

台湾における日本文化受容過程に関する研究
 －抗日から哈日族への展開の経緯を中心として－

キュラムと時間割および入試制度で、多様な学生を受け入れ、専門家を育成しています。
　特色は、各自の研究テーマを中心に、それに関連す
る広い分野から関心に応じて授業科目を選択できるカ
リキュラム編成、少人数制の講義・演習、そして日本
人や留学生、学部新卒者から現職日本語教師・社会
人まで、多様な背景をもつ学生同士の活発な議論と交
流。長い歴史を持つ拓殖大学日本語教育の伝統と、新
しい学問の知見との融合をはかっています。

オノマトペを通じた語感調査ならびに語感指導の提案
－韓国人日本語学習者を対象に－

動作文の実演・想像・音読・視認による記憶の違い

オノマトペを通じた語感調査ならびに語感指導の提案

修士論文の主なタイトル

日本語教育学専攻主任  遠藤 裕子 教授

履修単位と学位
博　士　前　期　課　程

履修要件

研究指導 修士論文作成

所属分野

関連選択

各分野共通

６単位以上

各６単位以上

２単位以上

履修すべき単位数
教
育
研
究
分
野

修
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語
教
育
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）
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計
30
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　社会人特別入試制度があり、現職教員や企業や官公庁などに在職する社会
人、これから日本語教師をめざす一般の方などを対象にした「社会人特別選
抜」で、小論文、口頭試問、書類審査によって総合的に合否を判定します。
　また、留学生には、特別枠が設けられております。

　社会人特別入試制度があり、現職教員や企業や官公庁などに在職する社会
人、これから日本語教師をめざす一般の方などを対象にした「社会人特別選
抜」で、小論文、口頭試問、書類審査によって総合的に合否を判定します。

　社会人特別入試制度があり、現職教員や企業や官公庁などに在職する社会

入試制度

日本語教育学専攻　博士前期課程授業科目と担当教員

※必要な教育指導を受けた上、課程修了に必要な単位数は３０単位以上とする。

教育研究分野

言語学
・

日本語学

言語学特論 （一般言語学）
日本語学特論Ⅰ（日本語音声学）
日本語学特論Ⅱ（文字・表記）
日本語学特論Ⅲ（文法・統語論）
日本語学特論Ⅳ（語彙・意味論）
日本語史特論
日本語教育学特論
日本語教授法Ⅰ（理論）
日本語教授法Ⅱ（実習）
日本語教育教材論
日本語教育評価法
カウンセリング理論（異文化対応）
日本文化特論Ⅰ（日本文化）
日本文化特論Ⅱ（日本文化基層論）
比較文化論（日－欧米）
比較文化論（日－アジア）
異文化交流論Ⅰ
（異文化間コミュニケーション）
異文化交流論Ⅱ（国際理解教育）
音声学・音韻論特論
言語情報処理特論
言語情報処理研究（ＣＡＬＬ研究）
文教政策
中国語学特論
中国語学特殊研究
スペイン語学特論
スペイン語学特殊研究
日本語学特別演習
日本語教育学特別演習
日本文化・比較文化論特別演習

田中 茂範  講師　　
木村 政康  教授
阿久津 智  教授
石川　 守  教授　
遠藤 裕子  教授　
荒木 雅實  教授　
遠藤 裕子  教授　
石川　 守  教授　　
小林 孝郎  教授　
遠藤 裕子  教授　
近藤 真宣  教授　
鈴木 康明  講師　
未　定　
小林 健彦  客員教授
塩崎　 智  教授
王　　 敏  講師

池田　 裕  講師

宮城　 徹  講師
渡辺　 勉  教授
高橋 敏夫  教授
見上　 晃  教授
未　定
浅井 澄民  准教授
平山 邦彦  准教授
瓜谷　 望  教授
松下 直弘  教授

指導教授全員

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2

2
2
2
2
2
2
2
2
2

̶

日本語教育学

日本文化
比較文化

各分野共通

特別演習
（論文指導）

授業科目 担当教員単位

専任教員の研究テーマ
■ 石川　守  言語教育研究科委員長・教授
 直接教授法による文法の指導法
■ 遠藤 裕子  日本語教育学専攻主任・教授
 認知言語学の立場からの語彙・意味研究
■ 阿久津 智  教授
 日本語の文字・表記と日本語学習教材
■ 荒木 雅實  教授
 非敬語表現の史的変遷
■ 瓜谷　望  教授
 スペイン語の冠詞の用法研究
■ 木村 政康  教授
 ＶＴ法による日本語のプロソディ及び
 単音の発音指導法の研究
■ 近藤 真宣  教授
 メタ認知を利用した評価法の効用分析
■ 高橋 敏夫  教授
 コンピュータによる言語情報処理
■ 松下 直弘  教授
 フワン・ルルフォの文体に関する研究
■ 平山 邦彦  准教授                                                                    
 現代中国語文法

拓殖大学 学部案内パンフ （ウラ） 627×297㎜ 表2



拓殖大学 大学院
Takushoku University Graduate School

言語教育研究科
Language Education Studies

国際化、高度情報化時代に求められる、言語教育のスペシャリストを養成

博士後期課程
言語教育学専攻
Language Education Course 

博士前期課程
英語教育学専攻
English Education Course 

日本語教育学専攻
Japanese Education Course

言語教育学専攻  （博士後期課程） 入学定員 5名

　言語教育学専攻の特長は、英語教育学、日本語教育学の両専攻を擁する言語教育研
究科ならではの充実した教育・研究環境が整備されていること。多様な専門領域の第一
線で活躍する教員をはじめ、英語教育学、日本語教育学をそれぞれに追究する博士前期
課程の学生とも有機的に連携を取りながら、高度な研究活動を展開することができます。
　カリキュラムの中心となるのは、学生が指導教員のアドバイスを受けながら、各自の研
究テーマを展開していく「特別演習」。さまざまな角度から研究を進めるための手法や論
文作成の実践的スキルをていねいに指導し、高度な研究活動の展開をサポートしていま
す。また、研究のベースとなる素養を磨くため、「英語教育学」「日本語教育学」「言語学」
の研究分野を設けています。

　本研究科の特長は、従来の大学院のように研究者の育成のみをめざしてい
るのではなく、生涯学習者の参入や現職教員の再教育といった多様なニーズ
を想定し、大学院生が自らの力で、授業科目を柔軟に選択履修できるように工
夫されている点です。
　授業は、第１時限目が１０時３５分に始まり、第６時限目の終了が２１時２５分
という独特の昼夜開講制を採用しています。また、１年を半期ごとに分けた「セ
メスター制」を導入し、主要科目については前・後期の異なる時間帯に授業科
目を設定しています。例えば、前期の第６時限目に設定されている「日本語教
育学特別研究Ⅰ」が、後期には第５時限目にされる、といった具合に履修の幅が
広がっています。さらに、土曜開講や集中授業方式なども採用し、時間的制約
の大きい社会人でも履修できるシステムが魅力になっています。

弾力的な履修システム

　本研究科では、各大学から進学してくる一般学生を対象にした入試方法と
は別に、２つの「特別入試」を実施しています。１つは主として外国人留学生
を対象にしている「外国人留学生特別選抜」で、筆記試験、口頭試験、口頭
試問及び書類審査によって選抜を実施。もう１つは、現職教員を含む社会人、
これから日本語教師をめざす一般の方などを対象にした「社会人特別選抜」
で、小論文、口頭試問、書類審査によって総合的に合否を判定します。
　ただし、現職の英語教員の場合は、口頭試問と書類審査のみを実施します。

魅力ある特別選抜入試

言語教育学専攻　博士後期課程授業科目と担当教員

※必要な教育指導を受けた上、課程修了に必要な単位数は1０単位以上とする。

教育研究分野

英語教育学

英語教育学特別研究Ⅰ
（英語教育論）
英語教育学特別研究Ⅱ
（英語教育史論）
英語教育学特別研究Ⅲ
（言語評価論）
日本語教育学特別研究Ⅰ
（語彙研究）
日本語教育学特別研究Ⅱ
（教授法研究）
日本語教育学特別研究Ⅲ
（音声教育法研究）
言語学特別研究Ⅰ
（応用言語学）
言語学特別研究Ⅱ
（談話分析研究）
言語学特別研究Ⅲ
（語彙・意味論）
言語学特別研究Ⅳ
（語の形態と音韻）

言語教育学特別演習

見上　 晃　教授　

茂住 實男　教授

尾崎　 茂　教授

荒木 雅實　教授　

石川　 守　教授　　

木村 政康　教授　

尾崎　 茂　教授

山田 政通　教授

遠藤 裕子　教授

阿久津 智　教授

指導教授全員

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

̶

日本語教育学

言語学

特別演習
（論文指導）

授業科目 担当教員単位

履修単位と学位
博　士　後　期　課　程

研究指導 博士論文作成

博士前期課程修了後３年以上の在学
所定の科目（１０単位以上）
外国語検定試験
博士論文

博
士（
言
語
教
育
学
）

セメスター制 前期・後期ごとに単位を認定します。

昼夜開講制
社会人のために２１時２５分まで開講して
います。また、講義科目の他に論文作成の
ための「特別演習」があります。

授業時間

時　限

第１時限

第２時限

第３時限

第４時限

第５時限

第６時限

月曜日～金曜日

１０：３５～１２：０５

１２：４５～１４：１５

１４：２５～１５：５５

１６：０５～１７：３５

１８：１５～１９：４５

１９：５５～２１：２５

土曜日

１０：３５～１２：０５

１２：４５～１４：１５

１４：２５～１５：５５

１６：０５～１７：３５

交通機関
東京メトロ 丸ノ内線　茗荷谷駅下車（徒歩５分）

問い合わせ先
〒１１２－００１２  東京都文京区大塚 １－７－１
学務部大学院事務課  国際教育会館

ＴＥＬ. 03－3947－8219
ＦＡＸ. 03－3947－8239

ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：//ＷＷＷ．ｔａｋｕｓｈｏｋｕ-ｕ．ａｃ．ｊｐ/

拓殖大学 学部案内パンフ （表） 627×297㎜ 表1表4


